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ヴァナキュラー文化研究会企画・連続講演会 講演録
「流体としての ことば，文化，地域」

1 はじめに ウェルズ恵子

3 （チラシ） 
5 アンダーグラウンド の底力
―ヒップホップとアフリカ系アメリカ人文化
 ジェームズ・ブラクストン・ピーターソン／坂下史子（訳）

13 The Power of the Underground: Hip-Hop and African 
American Culture James Braxton PETERSON

21 ポスト・ヒップホップ世代における黒人の地下性
―古い問い，新しいアプローチ 阿津坂祐貴

37 アバディーンシャーの歌い手たち：
スコティッシュ・バラッドのコンテクスト，構造，意味
 トーマス・マケイン／山﨑　遼（訳）

59 Singing Families of Aberdeenshire: Context, Structure, 
and Meaning in the Scottish Ballad Thomas A. McKEAN

79 スコティッシュ・トラベラーと「生きている伝承」 山﨑　遼

91 マルコムXの言葉 荒　このみ

101 ヴァナキュラー文化としての「赤ずきん」
―少女と暴力の物語 ウェルズ恵子

115 ハワイの海と日本の海：ハワイでカツオの一本釣り漁を
行った日本の漁師さんの物語 小川真和子

特集「忍び寄るカタストロフィ―その多様性と遍在性―」
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Vernacular Culture Study Group Lecture Series: 

Language, Culture and Region in Flow
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Special Issue on Silent, Invisible, Slow Moving Catastrophes
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